
受精卵移植による胎児死の

共済金支払対象期間が

変わります！

令和８年７月１日から

■改正前 移植日から240日以上経過した胎児死

■改正後 移植日から233日以上経過した胎児死
※受精卵の発育日数が7日以上の場合は、「240日 − 発育日数」が基準となります。

今回の改正は、受精卵が移植時点で既に発育している日数を反映し、実際の胎齢に合わせた

取扱いとするためのものです。

【ご不明な点等ございましたら、下記までお問い合わせください】

鳥取県農業共済組合

☐東部支所 事業二課家畜係 TEL：0857-37-3301

☐中部支所 事業二課家畜係 TEL：0858-37-5252

☐西部支所 事業二課家畜係 TEL：0859-22-1001

受精卵移植による、胎児死共済金の支払対象期間が変更となります。

【加入者の皆さまへ】

・該当する胎児死が発生した場合は、速やかに担当獣医師または組合へご連絡ください。

・共済金の支払には、受精卵移植証明書等の証明書が必要です。

・人工授精の場合は、これまでどおり240日以上からの胎児死が対象となります。

【改正前】

　授精日及び受精卵移植日から240日以上経過

授精日及び
受精卵移植日

【改正後】
　授精日から240日以上経過

人工授精

受精卵移植 　受精卵移植日から233日以上経過

授精日又は移植日

授精日

　　　　　移植日　　 

240日

240日

233日

共済目的

共済目的

共済目的

補償対象


